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平
成
29
年
6
月
12
日
に
93
歳
で
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
久
米
島
町
出
身
で
元
県
知

事
の
大
田
昌
秀
さ
ん
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
６
月
22
日
、
那
覇
市
の
沖
縄
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
て
ぃ
る
る
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
前
沖
縄
大
学
学

長
の
仲
地
博
さ
ん
が
基
調
講
演
し
、
大
田

さ
ん
の
人
柄
や
交
流
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
他
、

米
軍
基
地
問
題
で
日
米
政
府
と
戦
い
、
地

　
令
和
元
年
11
月
17
日
、
琉
球

古
武
術
保
存
振
興
会
主
催
の
第

6
回
琉
球
古
武
術
・
空
手
術
演

武
大
会
の
開
催
が
決
定
し
ま
し

た
。
本
大
会
は
琉
球
古
武
術
保

存
振
興
会
の
創
立
80
周
年
記
念

に
あ
た
る
国
際
的
な
大
き
な
大

会
で
、
日
本
を
含
め
て
15
カ
国
、

お
よ
そ
２
５
０
名
が
久
米
島
町

に
来
島
す
る
予
定
で
す
。

　
同
会
は
平
成
25
年
に
登
武
那

覇
近
く
に
平
信
賢
先
生
の
顕
彰

碑
を
建
立
し
て
お
り
、
平
成
27

年
に
、
平
信
賢
先
生
の
生
誕
の

地
で
あ
る
久
米
島
町
で
平
成
31

年
に
大
会
を
開
催
す
る
と
大
田

町
長
へ
報
告
し
、
今
年
の
11
月

に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

方
分
権
の
確
立
を
訴
え
つ
づ
け
た
業
績
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、
大

田
さ
ん
の
遺
志
を
後
世
へ
継
ぐ
こ
と
は
重

要
と
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
元
沖
縄
県

生
活
福
祉
部
長
の
大
城
貴
代
子
さ
ん
、
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
の
仲
本
和
彦
さ
ん
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
長
元
朝
浩
さ
ん
、
沖
縄
国
際
大

学
教
授
の
前
泊
博
盛
さ
ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
に
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
崎
山
律

子
さ
ん
を
招
き
、
大
田
さ
ん
の
業
績
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。
議
論
の
中
で

も
大
田
さ
ん
が
強
く
願
い
続
け
た
「
恒
久

平
和
」
の
話
も
あ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

者
ら
と
大
田
さ
ん
の
遺
志
を
強
く
確
認
し

あ
い
ま
し
た
。

　
大
田
さ
ん
が
知
事
在
職
中
、
米
軍
基
地

問
題
を
巡
っ
て
、
95
年
に
起
き
た
米
軍
兵

拉
致
暴
行
事
件
を
契
機
に
、
基
地
の
整
理
・

縮
小
や
米
軍
の
処
罰
に
関
す
る
日
米
地
位

協
定
の
改
定
を
訴
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
主
が
米
軍
用
地
の
使
用
を

拒
み
、
国
が
米
軍
用
地
強
制
使
用
手
続
き

（
知
事
代
理
署
名
）
の
協
力
を
行
い
ま
し

た
が
、
大
田
さ
ん
は
そ
れ
を
拒
否
し
、
国

と
沖
縄
県
の
最
初
の
裁
判
に
発
展
し
ま
し

た
（
沖
縄
代
理
署
名
訴
訟
）。
沖
縄
の
平

和
を
願
い
、
国
に
抵
抗
し
た
の
が
事
大
主

義
克
服
の
は
じ
ま
り
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
信
賢
先
生
（
故
人
）
は
、

字
真
謝
出
身
の
空
手
家
・
琉
球

古
武
道
家
で
、
沖
縄
各
地
に
残

存
埋
没
す
る
武
器
術
の
形
の
収

集
を
努
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄

や
本
土
各
地
で
指
導
・
演
武
を

通
じ
て
琉
球
古
武
道
の
保
存
と

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
す
。

大
田
昌
秀
さ
ん
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

琉
球
古
武
術
中
興
の
祖
　平 

信
賢
先
生 

顕
彰

　琉
球
古
武
術
・
空
手
術
演
武
大
会

第2部パネルディスカッションの様子

 開催決定！

　
町
で
は
受
入
・
誘
致
実
行

委
員
会
が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

２
５
０
名
あ
ま
り
の
外
国
人
が

久
米
島
に
訪
れ
、
４
泊
５
日
滞

在
す
る
予
定
で
す
。
英
語
表
記

な
ど
、
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
ま
た
、
島
内
ツ
ア
ー
企
画
の

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
致

し
ま
す
。
詳
細
は
実
行
委
員
会

事
務
局 

仲
宗
根
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。☎

９
８
５-

７
１
２
１

（
役
場
総
務
課
内
）

ホ
テ
ル
・
飲
食
店
・
お
土
産

品
店
・
タ
ク
シ
ー
・
レ
ン
タ

カ
ー
・
観
光
施
設
等
事
業
所

な
ら
び
に
島
民
へ
お
願
い

日
時
　
11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
ホ
タ
ル
ド
ー
ム

内
容
　
琉
球
古
武
術
形
と
組

手
の
演
武
、
各
国
空

手
各
流
派
演
武
、
琉

神
と
球
美
若
獅
子
太

鼓
に
よ
る
演
舞

　
　
　
入
場
無
料

　
　
　
た
だ
し
、
撮
影
禁
止

ナイトツアーの様子

久米島ブランドづくりセミナー
沖縄県 MICE エリア活動支援事業活用

久米島の宝物を磨いて
　　全国・世界に発信しよう！

講 師

羽 根　拓 也 氏

説明会＆ワークショップ　7月2日
埋もれた魅力の見つけ方・伝え方・売り方教えます！

株式会社アクティブラーニング
代表取締役社長

にっぽんの宝物プロジェクト
総合プロデューサー

日本教育会にアクティブラーニングを

導入、普及させた功績を持ち、現在は

国内外の大手企業、公的機関、教育機

関などで能動的人材育成に取り組んで

いる。

近年では、人材育成の枠組みを超え、

新事業構築、地方創生、観光支援など

様々な分野でのコンサルティング、プ

ロデュースに従事している。

　説明会＆ワークショップでは、世界や日本国内の“ユニーク”
な観光を紹介し、羽根先生は「世の中の人が求めているものに合
わせていくことが重要であり、さらに差異を見出すことで価値が
生まれる」（評価の方程式  差異×理解＝価値）と述べていました。
羽根先生が久米島で“これはおもしろい”と感じたのが海洋深層
水とホタルということで、ワークショップ終了後に参加者とホタ
ル館にてビオトープ作りとナイトツアーを行いました。

　ナイトツアーでは、手長
エビやフナ、ニホンアマガ
エル、ホタル、ウナギ、蓮
を目で楽しみ、ジャスミン
やハナシュクシャの香りを
楽しみ、最後は星空の灯り
だけで夜道を散歩しました。

　第2回フィールドワークは7月25日、26日で終了し、次回の
フィールドワークは９月を予定しており、開催日および申し込み
については久米島町観光協会(☎896-7010)までお問い合わせく
ださい。また、11月3日には「久米島体験型グランプリ」を開催
します！羽根先生と関わりのある企業3社が社内旅行の一環で久
米島を訪れ、楽しかったプログラムを選び、グランプリを決定す
る予定です。

第1回
済

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
集
合
写
真
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